
1

今日の証明図 ～論理学の副読本～

Amathnojaku

2020年 6月 30日

1 はじめに

暇なとき，ふと学校で教科書とともに配られた副読本を読んだ経験はないだろうか．そして，このような形

で接した知識が案外役に立つ，そんな経験をしたことはないだろうか．このような副読本は高校に入学するく

らいまではよく配られるのだが，それ以降になるとほとんど見かけなくなってしまう．

そこで，論理学の「副読本」を作ってみることにした．本 pdfファイルでは自然演繹における基本的な証明

図を紹介する．つまり，本ファイルはどうしても紙数の関係で教科書では省略されがちな，自然演繹における

具体例や練習問題，考え方・周辺知識を集めたものである．図説と問題集と参考書を足して 4くらいで割った

ものと言ってもいいかもしれない．

なお，本ファイルは Twitter上で連載している，『今日の証明図』を一つにまとめたものである．ファイル

にまとめるにあたって，大幅に解説を増やした．特に練習問題を追加することで，実際に手を動かす機会を設

けてある．練習問題を解かず，流し読むこともできるように作ってあるが，理解を定着させる上で演習は有用

なので，時間のある時にぜひ活用していただきたい．

本ファイルを通じて，一人でも多くの人が論理学に興味を持っていただければ幸いである．
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3 命題論理の基本的な証明図

2 本ファイルで採用する用語・推論規則・公理等 (準備中)

3 命題論理の基本的な証明図

3.1 仮言三段論法

3.1.1 概要

とても有名な論法．「Aならば B」と，「B ならば C」が成り立つとき，「Aならば C」も言える．

つまり，

A ⇒ B, B ⇒ C ⊢ A ⇒ C

である．

3.1.2 証明図
[A]a A ⇒ B

⇒ E
B B ⇒ C ⇒ E

C ⇒ I, a
A ⇒ C

3.1.3 証明図の詳細な説明

1. 仮定 (a) : A を仮定する．

i. 含意の除去⇒ E : 1の仮定 (a)より Aであり，前提より A ⇒ B であるから B．

ii. 含意の除去⇒ E : 1-iより B であり，前提より B ⇒ C であるから C．

2. 含意の導入⇒ I, a : 仮定 (a) Aから C が示せたので A ⇒ C．

3.1.4 証明図のインフォーマルな説明

仮に Aが成り立つとすると，「Aならば B」から B が言えるので，「B ならば C」から C が言える．よっ

て，「Aならば C」．

Q.E.D.

3.1.5 練習問題

今回示したことは「Aならば B」かつ「B ならば C」ならば「Aならば C」ということを意味する．これ

をそのまま表した，

⊢ (A ⇒ B) ∧ (B ⇒ C) ⇒ (A ⇒ C)

の証明図を上の証明図を参考にして作成せよ．
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3.2 二重否定の導入 3 命題論理の基本的な証明図

3.2 二重否定の導入

3.2.1 概要

Aなら，Aでなくない．つまり，

A ⊢ ¬¬A

である．

「二重否定の除去」は推論規則，あるいは公理とする必要があるが，二重否定の導入の方は他の推論規則か

ら派生推論規則として示せる．

3.2.2 証明図
[¬A]a A

¬E⊥ ¬I, a
¬¬A

3.2.3 証明図の詳細な説明

1. 仮定 (a) : ¬A を仮定する．
i. 否定の除去 ¬E : 前提より Aであり，1の仮定 (a)より ¬Aであるから矛盾．
ii. 含意の除去⇒ E : 1-iより B であり，前提より B ⇒ C であるから C．

2. 否定の導入 ¬I, a : ¬A (a)を仮定すると矛盾すると分かったので ¬¬A．

3.2.4 証明図のインフォーマルな説明

仮に Aでないとすると，Aと矛盾する．よって，「Aでなくない」といえる．

Q.E.D.

3.2.5 練習問題

今回示したことは Aならば ¬¬Aということを意味するので，そのまま表した，

⊢ A ⇒ ¬¬A

の証明図を上の証明図を参考にして作成せよ．
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3.3 論理積の交換律 3 命題論理の基本的な証明図

3.3 論理積の交換律

3.3.1 概要

Aかつ B と B かつ Aは同じ意味．つまり「Aかつ B ⇔ B かつ A」である．

なお，任意の A, B で「Aかつ B ならば B かつ A」が言えれば，(A,B) 7→ (B,A)とした命題から逆も示

せるので，片方だけ，すなわち

A ∧B ⊢ B ∧A

を示す．

3.3.2 証明図
A ∧B ∧El
B

A ∧B ∧Er
A ∧I

B ∧A

3.3.3 証明図の詳細な説明

1. 論理積の除去 ∧El : 前提より A ∧B であるから B．

2. 論理積の除去 ∧Er : 前提より A ∧B であるから A．

3. 論理積の導入 ∧I : 1より B であり，2より Aであるから B ∧A．

3.3.4 証明図のインフォーマルな説明

Aかつ B から B と Aが言えるので，B かつ A．

Q.E.D.

3.3.5 練習問題

上の証明図を参考にして，

⊢ A ∧B ⇒ B ∧A

の証明図を作成せよ．
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3.4 論理和の交換律 3 命題論理の基本的な証明図

3.4 論理和の交換律

3.4.1 概要

論理積（かつ）だけでなく，論理和（または）でも交換律が成り立つ．つまり，

A ∨B ⊢ B ∨A

が成り立つ．

なお，片方しか示していない理由は前回と同様．

3.4.2 証明図

A ∨B

[A]a
∨Il

B ∨A

[B]a
∨Ir

B ∨A ∨E, a
B ∨A

3.4.3 証明図の詳細な説明

1. 場合分け (a) : Aの場合を考える．

1-1 論理和の導入 ∨Il : 1より Aであるから B ∨A．

2. 場合分け (a) : B の場合を考える．

2-1 論理和の導入 ∨Ir : 1より B であるから B ∨A．

3. 論理和の除去 ∨E, a : 前提より A ∨B であり，1より Aの場合 B ∨A，2より B の場合も B ∨Aであ

るから B ∨A．

3.4.4 証明図のインフォーマルな説明

Aまたは B なので場合分けして考える．Aのときも B のときも B または Aと言える．よって，B または

A．

Q.E.D.

3.4.5 練習問題

上の証明図を参考にして，

⊢ A ∨B ⇒ B ∨A

の証明図を作成せよ．もし，似た問題ばかりで飽きたなら，

⊢ A ∧B ⇔ B ∧A

⊢ A ∨B ⇔ B ∨A

も示すと良い．
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3.5 論理積の結合律その 1 3 命題論理の基本的な証明図

3.5 論理積の結合律その 1

3.5.1 概要

論理積も，普通の数の積のように「結合法則」が成り立つ．ほとんど同様とはいえ若干証明図が違うので二

回に分けて示す．まずは，

(A ∧B) ∧ C ⊢ A ∧ (B ∧ C)

を示す．

3.5.2 証明図

(A ∧B) ∧ C
∧Er

A ∧B ∧Er
A

(A ∧B) ∧ C
∧Er

A ∧B ∧El
B

(A ∧B) ∧ C
∧El

C ∧I
B ∧ C ∧I

A ∧ (B ∧ C)

3.5.3 証明図の詳細な説明

1. 論理積の除去 ∧Er : 前提より (A ∧B) ∧ C であるから (A ∧B)．

2. 論理積の除去 ∧Er : 1より A ∧B であるから A．

3. 論理積の除去 ∧Er : 前提より (A ∧B) ∧ C であるから (A ∧B)．

4. 論理積の除去 ∧El : 3より A ∧B であるから B．

5. 論理積の除去 ∧El : 前提より (A ∧B) ∧ C であるから C．

6. 論理積の導入 ∧I : 4より B であり，5より C であるから B ∧ C．

7. 論理積の導入 ∧I : 2より Aであり，6より (B ∧ C)であるから A ∧ (B ∧ C)．

3.5.4 証明図のインフォーマルな説明

Aかつ B，かつ C から Aかつ B と C が言えるので，A，B と C が言える．よって，Aかつ，B かつ C

が言える．

Q.E.D.

3.5.5 雑談

数学用語では，よく「律」という字が使われるが，これは「law」の訳語で，「法則」とほとんど同義．例え

ば，小・中学校で習った交換法則

a+ b = b+ a

は，数学書などでは「交換律」と書かれることもある．今回取り扱った「結合律」も，要は結合法則のことで

ある．

わざわざなじみのない表現にしていると思われるかもしれないが，どうせ大した意味を持たない「法則」の

部分に二文字も使うよりは，「律」と一文字にした方が合理的とも考えられる．それが理由なのかは不明だが，

なぜか数学ではよく使われるので，頭の片隅に入れておくと良いかもしれない．
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3.6 論理積の結合律その 2 3 命題論理の基本的な証明図

3.6 論理積の結合律その 2

3.6.1 概要

前回の逆，

A ∧ (B ∧ C) ⊢ (A ∧B) ∧ C

を示す．前回と合わせて同値が示せる．結局，論理積は好きな順番で考えていいと分かった．

3.6.2 証明図

A ∧ (B ∧ C)
∧Er

A

A ∧ (B ∧ C)
∧El

B ∧ C ∧Er
B ∧I

A ∧B

A ∧ (B ∧ C)
∧El

B ∧ C ∧El
C ∧I

(A ∧B) ∧ C

3.6.3 証明図の詳細な説明

1. 論理積の除去 ∧Er : 前提より A ∧ (B ∧ C)であるから A．

2. 論理積の除去 ∧El : 前提より A ∧ (B ∧ C)であるから (B ∧ C)．

3. 論理積の除去 ∧Er : 2より B ∧ C であるから B．

4. 論理積の導入 ∧I : 1より Aであり，3より B であるから A ∧B．

5. 論理積の除去 ∧El : 前提より A ∧ (B ∧ C)であるから (B ∧ C)．

6. 論理積の除去 ∧El : 5より B ∧ C であるから C．

7. 論理積の導入 ∧I : 4より (A ∧B)であり，6より C であるから (A ∧B) ∧ C．

3.6.4 証明図のインフォーマルな説明

Aかつ，B かつ C から Aと B かつ C が言えるので，A，B と C が言える．よって，Aかつ B，かつ C

が言える．

Q.E.D.

3.6.5 練習問題

いつものように

⊢ (A ∧B) ∧ C ⇔ A ∧ (B ∧ C)

を示すのも良いし，実際に論理積の順番を変えられることを試すために

((A ∧B) ∧ C) ∧D ⊢ (A ∧B) ∧ (C ∧D)

を確認するのも良い．どちらも練習になる．
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3.7 論理和の結合律その 1 3 命題論理の基本的な証明図

3.7 論理和の結合律その 1

3.7.1 概要

論理和でも結合律が成立．前回同様二回に分け，まずは

(A ∨B) ∨ C ⊢ A ∨ (B ∨ C)

を示す．

3.7.2 証明図

(A ∨B) ∨ C

[A ∨B]a

[A]b
∨Ir

A ∨ (B ∨ C)

[B]b
∨Ir

B ∨ C ∨Il
A ∨ (B ∨ C)

∨E, b
A ∨ (B ∨ C)

[C]a
∨Il

B ∨ C ∨Il
A ∨ (B ∨ C)

∨E, a
A ∨ (B ∨ C)

3.7.3 証明図の詳細な説明

1. 場合分け (a) : A ∨B の場合を考える．

1-1 場合分け (b) : Aの場合を考える．

1-1-1 論理和の導入 ∨Ir : 1-1より Aであるから A ∨ (B ∨ C)．

1-2 場合分け (b) : B の場合を考える．

1-2-1 論理和の導入 ∨Ir : 1-2より B であるから B ∨ C．

1-2-2 論理和の導入 ∨Il : 1-2-1より (B ∨ C)であるから A ∨ (B ∨ C)．

1-3 論理和の除去 ∨E, b : 1より A ∨B であり，1-1より Aの場合 A ∨ (B ∨C)，1-2より B の場合も

A ∨ (B ∨ C)であるから A ∨ (B ∨ C)．

2. 場合分け (a) : C の場合を考える．

2-1 論理和の導入 ∨Il : 2より C であるから B ∨ C．

2-2 論理和の導入 ∨Il : 2-1より (B ∨ C)であるから A ∨ (B ∨ C)．

3. 論理和の除去 ∨E, a : 前提より (A∨B)∨C であり，1より (A∨B)の場合 A∨ (B ∨C)，2より C の

場合も A ∨ (B ∨ C)であるから A ∨ (B ∨ C)．

3.7.4 証明図のインフォーマルな説明

Aまたは B，または C なので場合分けして考える．Aまたは B のとき，Aのときも B のときも Aまたは，

B または C と言えるので Aまたは，B または C．C のときも Aまたは，B または C と言えるので，結局 A

または，B または C と言える．

Q.E.D.

3.7.5 雑談

結合律が成り立つということは，計算の順番を気にしなくてよいということを意味する．つまり，

A ∧B ∧ C, A ∨B ∨ C

のように括弧を外して書いても問題ない．
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3.8 論理和の結合律その 2 3 命題論理の基本的な証明図

3.8 論理和の結合律その 2

3.8.1 概要

前回の逆，

A ∨ (B ∨ C) ⊢ (A ∨B) ∨ C

を示す．これで，論理和も好きな順番で考えて良いと分かった．

3.8.2 証明図

A ∨ (B ∨ C)

[A]a
∨Ir

A ∨B ∨Ir
(A ∨B) ∨ C

[B ∨ C]a

[B]b
∨Il

A ∨B ∨Ir
(A ∨B) ∨ C

[C]b
∨Il

(A ∨B) ∨ C
∨E, b

(A ∨B) ∨ C
∨E, a

(A ∨B) ∨ C

3.8.3 証明図の詳細な説明

1. 場合分け (a) : Aの場合を考える．

1-1 論理和の導入 ∨Ir : 1より Aであるから A ∨B．

1-2 論理和の導入 ∨Ir : 1-1より (A ∨B)であるから (A ∨B) ∨ C．

2. 場合分け (a) : B ∨ C の場合を考える．

2-1 場合分け (b) : B の場合を考える．

2-1-1 論理和の導入 ∨Il : 2-1より B であるから A ∨B．

2-1-2 論理和の導入 ∨Ir : 2-1-1より (A ∨B)であるから (A ∨B) ∨ C．

2-2 場合分け (b) : C の場合を考える．

2-2-1 論理和の導入 ∨Il : 2-2より C であるから (A ∨B) ∨ C．

2-3 論理和の除去 ∨E, b : 1より B ∨C であり，2-1より B の場合 A ∨ (B ∨C)，2-2より C の場合も

A ∨ (B ∨ C)であるから A ∨ (B ∨ C)．

3. 論理和の除去 ∨E, a : 前提より (A∨B)∨C であり，1より (A∨B)の場合 A∨ (B ∨C)，2より C の

場合も A ∨ (B ∨ C)であるから A ∨ (B ∨ C)．

3.8.4 証明図のインフォーマルな説明

Aまたは，B または C なので場合分けして考える．B または C のとき，B のときも C のときも Aまたは

B，または C と言えるので Aまたは B，または C．Aのときも Aまたは B，または C と言えるので，結局

Aまたは B，または C と言える．

Q.E.D.

3.8.5 練習問題

論理積のときと同様，

⊢ (A ∨B) ∨ C ⇔ A ∨ (B ∨ C)

の証明図を作成せよ．
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3.9 随伴性その 1 3 命題論理の基本的な証明図

3.9 随伴性その 1

3.9.1 概要

「『Aかつ B』ならば C」と「Aならば『Bならば C』」は同値．今回も二回に分け，

A ∧B ⇒ C ⊢ A ⇒ (B ⇒ C)

から示す．

3.9.2 証明図
[A]a [B]b

∧I
A ∧B A ∧B ⇒ C ⇒ E

C ⇒ I, b
B ⇒ C ⇒ I, a

A ⇒ (B ⇒ C)

3.9.3 証明図の詳細な説明

1. 仮定 (a) : A を仮定する．

1-1 仮定 (b) : B を仮定する．

1-1-1 論理積の導入 ∧I : 1より Aであり，1-1より B であるから A ∧B．

1-1-2 含意の除去⇒ E : 1-1-1より A ∧B であり，前提より A ∧B ⇒ C であるから C．

1-2 含意の導入⇒ I, b : 仮定 (b) B から C が示せたので B ⇒ C．

2. 含意の導入⇒ I, a : 仮定 (a) Aから (B ⇒ C)が示せたので A ⇒ (B ⇒ C)．

3.9.4 証明図のインフォーマルな説明

Aを仮定して，B ならば C が成り立つことを示す．このとき，B を仮定すると Aかつ B が成り立つので，

仮定より C．よって，B ならば C が成り立ち，Aならば「B ならば C」．

Q.E.D.

3.9.5 練習問題

次ページも参考にして，

⊢ (A ∧B ⇒ C) ⇔ (A ⇒ (B ⇒ C))

の証明図を作成せよ．
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3.10 随伴性その 2 3 命題論理の基本的な証明図

3.10 随伴性その 2

3.10.1 概要

前回の逆

A ⇒ (B ⇒ C) ⊢ A ∧B ⇒ C

を示す．

3.10.2 証明図

[A ∧B]a
∧El

B

[A ∧B]a
∧Er

A A ⇒ (B ⇒ C)
⇒ E

B ⇒ C ⇒ E
C ⇒ I, a

A ∧B ⇒ C

3.10.3 証明図の詳細な説明

1. 仮定 (a) : A ∧B を仮定する．

1-1 論理積の除去 ∧El : 1より A ∧B であるから B．

1-2 論理積の除去 ∧Er : 1より A ∧B であるから A．

1-3 含意の除去⇒ E : 1-2より Aであり，前提より A ⇒ (B ⇒ C)であるから (B ⇒ C)．

1-4 含意の除去⇒ E : 1-1より B であり，1-3より B ⇒ C であるから C．

2. 含意の導入⇒ I, a : 仮定 (a) A ∧B から C が示せたので A ∧B ⇒ C．

3.10.4 証明図のインフォーマルな説明

Aかつ B を仮定する．このとき，Aが成り立つので，前提より B ならば C が成り立つ．仮定より B も成

り立つので，合わせて C．よって，「Aかつ B」ならば C．

Q.E.D.

3.10.5 雑談

ここでの「随伴」は随伴行列や随伴作用素などと同じく「adjoint」の訳である．随伴は『圏論』という分野

の概念で一種の双対，つまりペアになるような関係を指す．

次の図式は，命題論理における随伴を直観的に表したものである．

A ∧B ⊢ C

A ⊢ B ⇒ C

ここで，二重線は上と下が同値であることを表す．この図式の ∧B や B ⇒を F,Gとおいて，かけ算の ×2や

2×のようにひとまとまりの関数として考えてみよう．すると，

F (A) ⊢ C

A ⊢ G(C)

のように表せ，F と Gが対になっていることがはっきり見える．なお，正確な随伴の定義は圏論の教科書な

どに記されているので，参照してもらいたい．
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3.11 練習問題の解答 3 命題論理の基本的な証明図

3.11 練習問題の解答

3.11.1 練習問題 3.1.5の解答例

[A]b

[(A ⇒ B) ∧ (B ⇒ C)]a
∧Er

A ⇒ B
⇒ E

B

[(A ⇒ B) ∧ (B ⇒ C)]a
∧El

B ⇒ C ⇒ E
C ⇒ I, b

A ⇒ C → I, a
(A ⇒ B) ∧ (B ⇒ C) ⇒ (A ⇒ C)

3.11.2 練習問題 3.2.5の解答例
[¬A]b [A]a

¬E⊥ ¬I, b
¬¬A → I, a

A ⇒ ¬¬A

3.11.3 練習問題 3.3.5の解答例
[A ∧Ba]

∧El
B

[A ∧Ba]
∧Er

A ∧I
B ∧A ⇒ E, a

A ∧B ⇒ B ∧A

3.11.4 練習問題 3.4.5の解答例

1. ⊢ A ∨B ⇒ B ∨Aの証明図

[A ∨B]a

[A]b
∨Il

B ∨A

[B]b
∨Ir

B ∨A
∨E, b

B ∨A ⇒ E, a
A ∨B ⇒ B ∨A

2. ⊢ A ∧B ⇔ B ∧Aの証明図

[A ∧B]a
∧El

B

[A ∧B]a
∧Er

A ∧I
B ∧A

[B ∧A]a
∧El

A

[B ∧A]a
∧Er

B ∧I
A ∧B ⇔ I, a

A ∧B ⇔ B ∧A

3. ⊢ A ∨B ⇔ B ∨Aの証明図

[A ∨B]a

[A]b
∨Il

B ∨A

[B]b
∨Ir

B ∨A
∨E, b

B ∨A

[B ∨A]a

[B]c
∨Il

A ∨B

[A]c
∨Ir

A ∨B
∨E, c

A ∨B ⇔ I, a
A ∨B ⇔ B ∨A

3.11.5 練習問題 3.6.5の解答例

1. ⊢ (A ∧B) ∧ C ⇔ A ∧ (B ∧ C)の証明図

[(A ∧B) ∧ C]a
∧Er

A ∧B ∧Er
A

[(A ∧B) ∧ C]a
∧Er

A ∧B ∧El
B

[(A ∧B) ∧ C]a
∧El

C ∧I
B ∧ C ∧I

A ∧ (B ∧ C)

[A ∧ (B ∧ C)]a
∧Er

A

[A ∧ (B ∧ C)]a
∧El

B ∧ C ∧Er
B ∧I

A ∧B

[A ∧ (B ∧ C)]a
∧El

B ∧ C ∧El
C ∧I

(A ∧B) ∧ C
⇔ I, a

(A ∧B) ∧ C ⇔ A ∧ (B ∧ C)
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3.11 練習問題の解答 3 命題論理の基本的な証明図

2. ⊢ ((A ∧B) ∧ C) ∧D ⇔ (A ∧B) ∧ (C ∧D)の証明図

※練習問題 3.6.5.1で A 7→ A ∧B, B 7→ C, C 7→ D と「代入」したものを考えればよい．

[((A ∧B) ∧ C) ∧D]a
∧Er

(A ∧B) ∧ C
∧Er

A ∧B

[((A ∧B) ∧ C) ∧D]a
∧Er

(A ∧B) ∧ C
∧El

C

[((A ∧B) ∧ C) ∧D]a
∧El

D ∧I
C ∧D ∧I

(A ∧B) ∧ (C ∧D)

[(A ∧B) ∧ (C ∧D)]a
∧Er

A ∧B

[(A ∧B) ∧ (C ∧D)]a
∧El

C ∧D ∧Er
C ∧I

(A ∧B) ∧ C

[(A ∧B) ∧ (C ∧D)]a
∧El

C ∧D ∧El
D

∧I
((A ∧B) ∧ C) ∧D

⇔ I, a
((A ∧B) ∧ C) ∧D ⇔ (A ∧B) ∧ (C ∧D)

もし，本文で確認した (A ∧B) ∧C ⊢ A ∧ (B ∧C)と A ∧ (B ∧C) ⊢ (A ∧B) ∧C を「双方向の推論規則」

として，

(A ∧B) ∧ C

A ∧ (B ∧ C)

と書くことを認めるのであれば (上から下，下から上が導けるという意味)，

((A ∧B) ∧ C) ∧D

(A ∧B) ∧ (C ∧D)

と簡潔に表せる．

もちろん二重線の記法が定義されていない場面で使っても証明にはならないが，証明のラフスケッチとして

自分の考えをまとめる際には有用である．

3.11.6 練習問題 3.8.5の解答例

[(A ∨B) ∨ C]a

[A ∨B]b

[A]c
∨Ir

A ∨ (B ∨ C)

[B]c
∨Ir

B ∨ C ∨Il
A ∨ (B ∨ C)

∨E, c
A ∨ (B ∨ C)

[C]b
∨Il

B ∨ C ∨Il
A ∨ (B ∨ C)

∨E, b
A ∨ (B ∨ C)

[A ∨ (B ∨ C)]a

[A]d
∨Ir

A ∨B ∨Ir
(A ∨B) ∨ C

[B ∨ C]d

[B]e
∨Il

A ∨B ∨Ir
(A ∨B) ∨ C

[C]e
∨Il

(A ∨B) ∨ C
∨E, e

(A ∨B) ∨ C
∨E, d

(A ∨B) ∨ C
⇔ I, a

(A ∨B) ∨ C ⇔ A ∨ (B ∨ C)

3.11.7 練習問題 3.9.5の解答例

[A]b [B]c
∧I

A ∧B [A ∧B ⇒ C]a
⇒ E

C ⇒ I, c
B ⇒ C ⇒ I, b

A ⇒ (B ⇒ C)

[A ∧B]d
∧El

B

[A ∧B]d
∧Er

A [A ⇒ (B ⇒ C)]a
⇒ E

B ⇒ C ⇒ E
C ⇒ I, d

A ∧B ⇒ C
⇔ I, a

(A ∧B ⇒ C) ⇔ (A ⇒ (B ⇒ C))
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